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　　　　　百年前の中国の景観
一商務印書館刊行の『中国名勝』二種から見えることー
　　　　　　　　　　　　　　　　稲畑　耕一郎
　　　　　　　　　　　　－、風景の変化
　私たちが日ごろ見慣れている風景も、一旦戦争や自然災害、あるいは人
為的な大規模開発があったりなどすると大きく姿を変えることはよく経験
することである。世の移り変わりの激しく大きいことを、中国では「桑田
槍海」というが、それは決して比喩的表現ではなく、百年や千年を単位と
して見れば、実際に桑畑が海となり、海も畑となることはしばしば起こっ
たことである。それを誇張だと思うのは時間的な視野の狭さである。
　人は百年を生きることが稀であることから、時間の経過とともにかって
の風景は忘れ去られ、今ある風景は遥か以前からのものとそれほど違うこ
とがなかったかのように思い込んで入るふしがある。記憶の底に残る「原
風景」なるものも、昔からそうであったと思うばかりで、一体いつからそ
うであったのかなどという疑問を呈する人はほとんどない。しかし、その
記憶の底にある風景でさえ、幾星霜を経ても変わらず続いてきたというこ
とは、実際にはあまりないことである。
　変化の激しい現代にあっては、とりわけそのことが指摘できる。私たち
の記憶にある「原風景」は、実は歴史的に見れば、はなはだ頼りないもの
でしかない。そうした記憶の無意識の誤謬を気付かされるきっかけとなる
のが、残された古い写真や映像である。こうした場合、文字だけの記録で
は、いかにしても隔靴掻庫の感が残る。人の記憶となると、それがいかに
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正確であり、また貴重であったとしても、社会の中で大勢の他者とイメー
ジを共有するには困難が多い。
　中国では、周知のように、都市部は言うまでもなく、農村部でさえ、前
世紀の末から大規模な開発が急速に進み、かつての原風景を留めるところ
は日に日に減少している。景観に関する記憶はいっそう危ういものがある。
　たとえば、一昔前までの古老たちは北京が明清以来の高大な城壁に囲ま
れた都市であったことをしばしば口にし、その喪失を惜しんだものであ
る。いま「霧霧」と名付けられたスモッグの中に霞む高層大模と世界でも
類ないほどの広い道路に車が大渋滞する風景のなかに、城壁に囲まれた往
時の長閑で落ち着きのある古都の風格を想起することは困難である。
　こうした北京の大変貌は現今の中国におけるほんの九牛の一毛にすぎな
い。開発に邁進する中国では、そうした現象は都市部において見られるば
かりではなく、都市から遠く離れた地にある名勝古跡とされる場所におい
ても決して劣るものではない。そこでは、地元政府の威信の誇示や観光開
発の名のもとに、宣伝効果や経済効果を優先する再開発によって著しい変
化が生じている。
　わかりやすい例を挙げれば、世界からの多くの観光客が訪れる北京周辺
の長城は、いずれも明代に築かれたものであるが、基礎部分は確かに同じ
場所にあっても、もはや現代に修築されたものと言ってよいほどのものと
なっている。その時々の王朝の北限として、塞外の遊牧民の南下を防ぐた
めに作られた往時の長城が、今では観光という平和目的に利用されている
のは大いに慶賀すべきである。
　しかし、そうではあるが、「世界文化遺産」としての「歴史的景観」と
いうものが果たしてそれでよいものかどうか。「歴史的景観」なるものも、
よくよく考えてみれば、時代とともに古来変化してきた部分が少なくない
のも事実であるが、こうして整備された現代の製作に近い代物が、後世の
人々を誤らせることになりはしまいか。過去の歴史遺産として現状のまま
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に任せておくのはどうか。少なくとも修復の度合いは慎重に考慮されるべ
きである。
　これらの事象は、「景観」が優れて文化的なものである視点を持つこと
の重要性について、私たちはもう少し敏感であり、賢明あって良いという
ことを示していはしまいか。
　　　二、商務印書館の『中国名勝』（一冊本）について
　今から百年ほど前、清朝末期から民国のはじめにかけて、上海にあった
商務印書館という出版社から『中国名勝』という二種類の同名の写真集が
出された。一つは、全国各地の名勝を取り上げたハードカバーの一冊本で
ありにれを一冊本と呼ぶ）、いま一つは各地の名勝ごとに編纂された薄
手の冊子体のシリーズ本にれをシリーズ本と呼ぶ）である。
　この当時、中国においても他の国と同様、鉄道の敷設を主とした交通網
の整備が急速に進み、現在とは比較にならないとはいえ、それ以前の歴史
時代とは格段と違ったレベルで人の移動が可能となった。それまではおお
むね書物によって知るだけであった各地の情報も、多くの人が比較的容易
に実際に現地に出向いて知見することができるようになった。もちろんそ
の人々は社会の一定以上の階層に属する人であり、おおむね役人でなけれ
ば、商人か富裕層か知識階級の人々であったのだが、それでもより多くの
人々にとって旅に出る機会や交流の機会がそれ以前に比べると飛躍的に増
加したことは事実である。そのことは停滞的とされた中国社会に流動化を
もたらし、社会のあり方そのものにも大きな変化を生じさせないわけがな
かった。中国における第一次の現代化Ｍｏｄｅｒｎｉｚａｔｉｏｎの時期であった。
　こうした社会の基盤整備に加え、おりから写真の撮影機材と印刷の技術
の格段の進展が重なった。当時、撮影用のカメラはそれまでの湿式から乾
板を用いたものに転換されて機動性を増し、室内のスタジオだけにかぎら
ず、戸外での撮影が可能となっていた。カメラ自体の改良も進んで、特別
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な技術者でなくとも撮影出来るようになった。写真は「大衆化」と言われ
るまでの時代を迎えていた。これに加え、印刷の方面でも、ガラス板を利
用したコロタイプ（破璃版、珂羅版）印刷が開発され、写真のネガから忠
実な画像が再現できるようになっていた。
　また中国の文明には古来「記録」をことのほか重んじる伝統があり、文
人の間には「游山玩水」「探奇訪勝」の気風があった。文人たちはそうし
た機会に詩を作り、游記を書くことを好んだ。そうした伝統的な文化風土
にこの社会的変化と写真・印刷技術の進展が重なり、上海で創業して間も
ない商務印書館（１８９７年創業）はこうした「名勝」を写真という新しい
メディアで記録しておくことの重要さと、それを写真集として出版しても
十分に受け入れられると考え、これを刊行するに至ったものと考えられ
る。この時、記録性の高い写真と高度な印刷技術は大いに評価された。
　最初に出された『中国名勝』（「一冊本」）は、初版が「庚戌年八月初
版」、すなわち清末の宣統二年（１９１０年）八月に出版され、その後も何度
か版を重ねた。その度に収録写真や解説にも若干の出入りがあるが（１）、私
か見ることのできた民国十二年（１９２３年）六月に出された「第八版」（筑
波大学図書館蔵）によって紹介してみる［圖１］。
　一冊本の『中国名勝』は、横長Ａ４版（１９×２７　ｃｍ）の横長の書物で、
表紙は布クロスのハードカバー、絵柄として収録された写真の万里の長城
が配されている。書名は「中国名勝」であるが、その上にそれより大きく
“ＶＩＥＷＳ　ＯＦ　ＣＨＩＮＡ”　という金箔の英文のタイトルが明示されている。出
版社の名は、中国語の「商務印書館」の名はなく、英文の“ＣＯＭＲＣＩＡＬ
ＰＲＥＳＳ　ＬＴＤ。ＳＨＡＮＧＨＡＩ　ＣＨＩＮＡ”だけである。目次も先に英文があり、
その後に中国文がある。紙は光沢のある白色のアート紙（銅版紙）系のも
のを用いており、銅板印刷である。撮影者は「商務印書館照像製版部」、
定価は「大洋参元」（洋銀三元）となっている［圖２］。表紙が絹クロスの
版は「大洋四元」である（２）。
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圖２
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　同書の「第八版」における
写真ページは１８２ページ、１
ページに１枚の写真が掲載さ
れているので、全部で１８２景
が収められていることにな
る。「名勝」として選ばれて
いる対象は、今日の行政区画
で言えば新疆、寧夏、海南、
台湾を除いて、北は黒龍江か
ら南は広東までほぼ全土に及
んでいる。それらの紹介文も
英文と中国文とが併記されて
いる。表紙のタイトルから目
次まですべて英語を先に出
し、さらに説明文まで全冊に
わたって英文が併記されてい
??
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る。これは明らかに購読者としての外国人の存在が意識されたからである
が、このことの理由については後に述べる。
　さて、ここに収められた写真の撮影時期は、「庚戌（１９１０）年初版」とい
う奥付の出版年月からして、いずれも清朝滅亡以前であるはずであるが、
民国に入ってからも何度か版が改められ、その時々に写真の増補改訂が行
われたようで、版によって収録された写真にも異同がある。　“ＶＩＥＷＳ　ＯＦ
ＣＨＩＮＡ”という英文のタイトルも、初版時には実ぱＶＩＥＷＳ　ＯＦ　ＣＨＩＮＥＳＥ
ＥＭＰＩＲＥ”であった［圖３］（３）。　翌１９１１年末に清朝が滅び、ＣＨＩＮＥＳＥ
ＥＭＰＩＲＥ（中華帝国）はなくなったことで、改題されたのである。
　しかし、どの版であれ、そこには現在ではなくなってしまったか、また今
ではすっかり変わってしまったか、あるいはめったに目にする機会のない
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圖３
「名勝」の風景が収められて
いて、見飽きることがない。
　たとえば、「第八版」巻頭
の１枚は、「北京中海総統府
Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ　ｔｈｅ
Ｒｅｐｕｂｌｉｃ　ｏｆ　Ｃｈｉｎａ，Ｐｅｋｉｎｇ」
［圖４］である。これは元は
西太后が外国の女性の賓客を
接見したり、招宴したりする
ために作った「海晏（宴）
堂」と呼ばれた洋式建物であ
る。撮影された時期が清末で
あることは、建物正面入口の
上に「海晏堂」の扁額が掛け
られており、その下に立つ人
物も辨髪を結っていることか
らも明らかである。これが、
袁世凱が民国総統になった時
期（１９１３年）に「居仁堂」
と名を変えて執務室に転用さ
れたことから、第八版ではこ
の説明になっている（４）。
　また、浙江省の杭州にある
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西湖畔は、現在ではユネスコの世界文化遺産として登録され内外の観光客
が雲集して賑いを見せるが、今とは大きく異なる閑雅な風景であったこと
が収録された何枚もの写真から確認できる。たとえば「雷峰塔」附近の
「南屏晩鐘」の風景［圖５］、「断橋残雪」として知られ、『白蛇伝』にも重
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要な場面として登場する蘇堤
「断橋」の風景［圖６］など
は、当時、いずれもはなはだ
素朴なものであったことがわ
かる。現在の遊客であふれる
喧騒たる風景からは歴史上に
「西湖十景」（５）などと称され
てきた風景を思い浮かべるこ
とにどれはどの意味があるの
かと改めて考えさせられるほ
どである。
　こうしたことは西湖周辺の
名勝に限ったことではなく、
「濠湘八景」（６）にせよ、「燕京
八景」（７）にせよ、古来その土
地の名勝とされてきた幾多の
「歴史的景観」の大半は、こ
の百年の間に全国規模で消失
してしまったか、あるいは
すっかり姿を変えてしまっ
た。そのことが、この写真集
からまざまざと彷彿できる。
　また、「名勝」という観念で
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　　　　　　　　　　　圖８
は捉え難くとも、山東の済寧の大運河の水門の船溜まり「運河大開口」［圖
７］などは往時盛んに利用された運河であるが、今ではその機能を大きく退
化させてしまっており、最後の姿を留める「歴史的景観」である。逆に、黄
河に初めて架けられた単線の鉄道橋「平漢鉄路鄭州黄河大橋」［圖８］とそ
圖１０
　　　　圖９
阿．・午富故　明　寧江藤一乱ト
こを渡る列車の姿は、近代産
業の遺産としては貴重なもの
であろう。すなわち、この写
真集には、伝統的な景観ばか
りではなく、近代になって生
まれながら今では既に失われ
た景観も収められている。後
者では「直隷天津勧業会場正
門」［圖９］、「黒龍江公園」、
「奉天公園」などがある。た
だこれらの近代になって新た
に生まれたものについては別
の資料も少なくない。
　伝統的な「名勝」について
は、百年を経た現在目にする
風景と比べてみると、いずれ
も大きく異なるのもが多く、
この間の景観の著しい変化を
実感することができる。その
例は枚挙に暇ないが、今でも
人の目に触れる機会の多い例
の代表として二三を挙げると
すると、「江蘇江寧明故宮午
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門」［圖１０］、「江寧夫子廟」［圖１１］、「湖北武昌黄鶴楼」［圖１２］、丁湖北宜
昌兵書賓剣峡」［圖１３］などであろうか。
　南京の市内にある明の「故宮午門」は今ではすっかり修復されて、往時
の古城の姿を偲ぶことはできず、紅灯の巷であった「夫子廟」付近も再開
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　　　　圖１２
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発で一旦取り壊した後にまが
いものともいえる倣古の建物
が建てられている。武漢の
「黄鶴楼」は歴代幾度も兵火
にあって消失し、また何度も
修復されてきており、文献に
は清末には時計台になってい
たこと記されており、その姿
をここで確認することができ
る。「宝剣峡」は三峡の一つ
であった西陵峡の一部であっ
たが、葛洲湖や三峡ダムの建
設によって水位が上昇すると
ともに、その景観を大きく変
えた。これらの「名勝」を古
今の姿と対照して示すことが
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　　　　　　圖１３
できれば、景観の著しい差異は一目にして了解できるはずである。
　こうした再開発によって新たに整備された「景観」には、原状は見る影
もないことが多い。そのような新たに創りだされている風景を目にして、
往時の「歴史的景観」を偲ぶことがどれはどの意味があるのか。地元の経
済効果と宣伝効果を優先するあまりに、景観が優れて「文化的なもの」で
あるという意識が極めて希薄であり、ひたすら世間の耳目を引くことを追
い求めるかのように見える。
　この百年前の古びた写真集『中国名勝』は景観の文化史的意味を考える
にあたって、ひとつの貴重な反省材料を私たちに提供している（８）。
　商務印書館では、一冊本の『中国名勝』の刊行と並行して、ほぼ同時期
に各地の名山や都市の写真集が幾つか出版された。『西湖風景画』（１９１０
年４月）、『中国風景』全二集（第一集１９１０年６月、第二集１９１７年３月）、『北
京宮苑名勝』（１９１４年ｎ月）、『直隷名勝』（１９１５年１２月）、『西湖風景画』
（１９１０年６月）、『上海風景』全二集（１９１７年２月）、「無錫風景」（１９２０年５月）
などの風景写真集がそれである（９）。
　その中で、書名は同じく『中国名勝』というが、他の類書と異なって、
編纂者自らが現地に出向いて撮影し、またその名勝の説明だけでなく、そ
こに至る経路や宿泊場所までも記し、ガイドブック的な要素を持たせた冊
子体の写真集がある（「シリーズ本」）。しかも、その編纂には傅増湘・張
元済・孫硫修・袁希涛・蒋維喬・黄炎培など、いずれも当時の著名な学者
や知識人が積極的に参画した（１ｏ）。シリーズは総計二十二種、分冊になっ
たものもあるので全三十一冊になる。各冊の書名と出版年月は「別表」に
まとめたが、これも一冊本の『中国名勝』同様に増刷を重ねたことがわか
る。商務印書館が創業期から発展期へと進む段階での注目されるシリーズ
となった。
　各冊は３０ページ内外の薄手の横長のＡ４版の冊子で［圖１４］、表紙はペー
パーバックである。英文タイトルぱＳｃｅｎｉｃ　Ｃｈｉｎａ”であり、この方が「中
国名勝」の名と実体により近い。やはり写真すべてに英文のタイトルが表
示されており、英文の序文“ｐｒｅｆａｃｅ”を持つものもある（別表参照）。定価
は「大洋壹元」で、コロタイプ印刷の「精印」であることを謳っている。
　そのシリーズ本の出版の趣旨については、各書に触れられているが、最
終巻の「峨山」に掲げられたものが比較的まとまっているので、これを次
に引いておく。
三、シリーズ本『中国名勝』について
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百年前の中国の景観
３１
???
　これによれば、掲載した写真は「編纂者」である「蒋維喬・黄炎培等諸
先生」によって撮影されたものであること、それを最新の技術であったコ
ロタイプ印刷で印刷したものであること、実際にその地を訪れようとする
人ばかりでなく、山水画を好む人々にも購入を勧められることなどを謳っ
ている。また、別の巻では「之を鏡の中に懸れば、装飾品と鴬す可し。即
ち普通交際の如きは用て賂贈の品と作すも、亦だ甚だ適宜なり」（１２）と、切
り取って額に入れて室内に飾るにも、また簡単な贈答の品としても使える
という謳い文句も見える。
　しかし、刊行の主たる狙いは、この冊子を実際の観光のガイドブックに
あてようとしたことで、その意図は各冊を担当した編纂者が書いた巻頭の
中国名勝の写真、已に二十二種を出す。均しく蒋維喬・黄炎培等諸先
生の旅行の時の特別の擾影焉りて、珂羅版を用ひて精印す。毎冊多き
は二三十幅に至る。名山勝水を、方寸の間に撮取す。購ひて案頭に置
かば、舎だ天然の佳景と、晨夕に塔對するのみにあらず。山水の癖有
る者及び美術を愛好する者は、尤も宜しく人ごとに一編を備ふべし（１１）。
???
３２
圖１４
　黄山は、昔徐霞客海内の名山を偏遊して、褐り嘆じて観止と焉す
者なるも、六十年束、遊蹟幾ど絶ゆ。余、民國三年五月、韻自り浙に
赴くを以て、道して院南に出で、遂に此の山に登る。自米詞人墨客
は、其の聾を挾み気を奨むるの才、骨に刻み形を鍾するの技を蝸くす
を嘆ずるも、賓に能く奇妙を萬に一も寫す莫し。既に撮影するもの如
干片、敢て自ら悶さず、井びに大略を志すこと此の如し。籍りて以て
諸を常世の遊を好む者に公にす。其の詳を得んと欲せば、異Ｅ］我が旅
行日記を康まんことを請ふ（１４）。
　　　　　　　　　　　　　　百年前の中国の景観
「弁言」の中に具体的に述べられている。たとえば、第一種『黄山』は黄
炎培（１８７８　－　１９６５）（１３）が編纂者として関わったものであるが、その「弁
言」には次のような一文がある。
　この後には、「山之位置」「山脈」「山之高」「登山之路」「余之遊程」「遊
客須知」と続き、名勝の概略の紹介とともに、読者が実際に旅行に出かけ
るにあたってのガイドブックの役割を担わせていることがわかる。「弁言」
の書き方は各冊の担当者によって異同はあるが、言及される内容はほぼこ
れが踏襲されていく。出版の目的が、ただ勝景を新しい媒体であった写真
によって見せるというだけでなく、それを通して游山へと誘うことを兼ね
たものであった。この当時、先にも触れたように風景写真集は少なくな
かったが、旅行のガイドブックとしての機能を持たせたことが、このシ
リーズ本の『中国名勝』の眼目であった。しかも、それが机上の説明とし
てではなく、実際にそこに旅をして、自ら写真を撮った人物によって紹介
されていることで一層の現実昧を持たせた。
　蒋維喬（１８７３　－　１９５８）（１５）が担当した第七種の『衡山』の「弁言」にも、
次のようにある。
３３
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　衡山は脈を眠山に雙し、蜀由り腎に入り、騎田嶺自り楚に入る。盤
紆すること八百翰里。峯を連ぬること七十有二。古自り尊んで南嶽と
焉す。僻遠を以て游客の至ること鮮し。余、民國四年六月、袁君観瀾
と偕に往きて游ぶ。三日にして畢る。第一日は水簾洞に游び、第二日
は祝融峯に游び、第三日は方廣（寺）に游ぶ。昔人言ふ、衡山の勝
は、祝融の高き、水簾の奇、方廣の幽に在り、と。余が此の行、圖を
按じ騏を索め、一一歴に備ふ。井せて撮影を攘へ以て倶へ、勝處に遇
へば則ち之を撮る。凡そ如干張を得て、之を珂羅版に付す。衡山の真
面目をして、人人に得て之を見せしむ。後来の旅行者の便利を図る焉
めに、更に舟車・里程・食宿の諸事を瓊記すること左の如し（１６）。
　ここにおいても、収録の写真が編纂者自身が実際に現地に旅をして撮影
したものであることが述べられ、また「舟車・里程・食宿」などの旅行ガ
イドの要素も付け加えられている。「游山玩水」は、古来、文人たちに
よって継承されてきた伝統であったが、この時代になって新たな交通手段
と印刷技術の進展を受けて、中国においても、旅行のガイドブックの出版
という新たな企画の生まれたことがうかがわれる。旅行案内書が社会にお
いて必要とされる時代が到来していたのである。
　中国には、古来、山水に遊んだり、また遠く旅行に出たときに書かれた
「游記」というジャンル（中国では「文体」の一種とする）があった。短
編のものから長編のものまで様々であるが、その中で黄炎培が『黄山』の
「弁言」の文頭に述べる明末の徐宏祖の日記体の游記『徐霞客游記』は代
表的な著作の一つであった。『徐霞客游記』は徐宏祖の没後、抄本として
伝わったこの著作は「四庫全書」に採録され、さらにそれを基に幾つかの
叢書に収められて広がった。とくに全土の旅行の機会が増えた清末民初の
この時期になって聖典のようにして愛讃され、それに倣った遊記が次々と
書かれた（１７）。黄炎培も「弁言」に「其の詳を得んと欲せば、異日我が旅
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　　　　　　　　　　　　圖１５
行日記を讃まんことを請ふ」
というように、この冊子とは
別に自身の旅日記を残してい
る。
　しかし、このシリーズ本
『中国名勝』は、ただそうした
中国の知識人たちだけを対象
としたのではなかった。それ
は、写真の説明にすべて英文
を併記し、あるものはガイド
部分を含む「弁言Ｊｐｒｅｆａｃｅ
が英文で書かれていることも
［圖１５　・　１６］、中国を訪れる
ようになった多くの外国人の
百年前の中国の景観
読者を意識していたことが窺　…………
われる。
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　欧米では、１９世紀後半の海洋航路の開設とともに世界周遊旅行の気運
が始まっていた。　ｇｌｏｂｅセｏｔｔｅｒとも呼ばれる人々が現れたのもこのころ
で、欧米ではその人々を対象にベデカー（Ｂａｅｄｅｋｅｒ）、マレー
（Ｍｕｒｒａｙ）、ミッシュラン（Ｍｉｃｈｅｌｉｎ）などが盛んにガイドブックを編纂
し始めた（１８）。この流れのなかで極東への訪問者も増加し、この地域の旅
行ガイドブックの必要性も急速に増えていた。
　そのなかで極東に関してもっと詳細で確かな旅行案内は、後藤新平が主
導して編纂した日本の鉄道院Ｔｈｅ　ｌｍｐｅｒｉａ１　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔ
Ｒａｉｌｗａｙｓの“Ａｎ　ｏｆｆｉｃｉａｌ　ｇｕｉｄｅ　ｔｏ　Ｅａｓｔｅｒｎ　Ａｓｉａ　：　Ｔｒａｎｓ－ｃｏｎｔｉｎｅｎｔａＩ
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｓ　ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｅｕｒｏｐｅ　ａｎｄ　Ａｓｉａ”であった。
　この袖珍本の英文のガイドブックは全５巻からなり、第１巻が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
圖１６
圖１７
“Ｍａｎｃｈｕｒｉａ＆Ｃｈｏｓｅｎ”
（１９１３年１０月初版）（１９）、第２
巻が“Ｓｏｕｔｈ－Ｗｅｓｔｅｒｎ　Ｊａｐａｎ”
（１９１４年７月初版）、第３巻が
“Ｎｏｒｔｈ－Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｊａｐａｎ”　（１９１４
年７月初版）、第４巻が“Ｃｈｉ－
ｎａ”（１９１５年４月初版）［圖１７
（早稲田大学図書館蔵）］、第
５巻が“Ｅａｓｔ　ｌｎｄｉｅｓ，　ｉｎｄｕｄｉｎｇ
Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅ　ｌｓｌａｎｄｓ，　Ｆｒｅｎｃｈ　ｌｎｄｏ－
Ｃｈｉｎａ，Ｓｉａｍ，Ｍａｌａｙ　Ｐｅｎｉｎｓｕｌａ，　ａｎｄ　Ｄｕｔｃｈ
Ｅａｓｔ　ｌｎｄｉｅｓ”　（１９１７年４月初版）となっ
ている。朝鮮、満洲、中国の三巻は、そ
の後、補綴修正を重ね、日本語版の
『［朝鮮満州］支那案内』の書名で一冊本
として２０１９年１０月に出版された［圖１８
（早稲田大学図書館蔵）］。日本国内の需
要に応じたものと思われる（２ｏ）。同じ大
きさの小型本であるが、縦組み二段組に
改めている。
　この鉄道院のガイドブックは単に名勝
一
一
一
一
一
一
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圖１８
古跡の紹介だけのものではなく、その地に至るまでの交通に始まり、旅行
先の宿舎から、通信方法、自然、社会、政治制度、歴史、風俗、宗教、教
育、文学、言語、産業、芸術など、その土地を知るためのあらゆる情報を
一通り網羅しており、旅行という手段を通して各地の事情を総合的に理解
させようとしていた。当時としては他に類を見ない圧倒的な存在の旅行ガ
イドブックであった。近年、版型を２５パーセント拡大した復刻版が出さ
圖１９
れたのもそうした評価があっ
てのことであろう（２１）。
　原版は文庫本大の小型本
（縦１６ｃｍｘ横１１ｃｍ）であるが、
いずれも上質紙を使い、三百
数十ページから五百ページ余
にもおよび、ハードカバーに
上小口を金色で飾った、いわ
ゆる天金装の充実した装丁で
ある。随所に挿入された写真
は小型ながら鮮明であり、織
り込みまれた都市図、地形図
も三色刷りで、大きく開いて
見ることができる。百年前の
ガイドブックとは思えぬ行き
届いた旅行案内である。その
百年前の中国の景観
圖２０
３Ｚ
???
記述、写真、地図の情報は改版のたびに修訂されているが、現在では古く
はなっているとはいえ、いずれも当時の姿を伝えるものとして、逆にその
歴史文献的な価値はいよいよ高まっている。たとえば、第四巻の『中国』
の巻に挿入された写真の一枚、北京郊外の居庸関の六種の文字（漢、パス
パ、チベット、西夏、ウイグル、サンスクリット）の陀羅尼経が刻まれた
過街塔の写真［圖１９］などは、現在の綺麗に整備修復された姿［圖２０］
とは様相を大きく異にすることなどは、その一例に過ぎずない。こうした
例は随所に見られる。
　商務印書館のシリーズ本『中国名勝』の刊行時期はちょうどこれらの刊
行に重なる。商務印書館の『中国名勝』が写真を主とし、これに中文と英
文を併記した旅行案内をつけたのは、こうした時代の気運を反映してのこ
余丙午［１９０６年］の六月、嘗て一たび西湖に至れり。同遊七八人。
　　　　　　　　　　　　　　　ちかごろ孤山の讃書橋に宿ること七日。比者、既に簸の廬山、院の黄山を縦覧
し、新安江に乏び、流に順つて束して、遂に杭に至る。荏再たる八年
の間、景物は一愛し、湖に瀕りて四望すれば、公園の若き、圖書館の
若き、南京陣亡将士祠の若き、鑑湖秋女祠の若きは、皆巍巍として新
たに建築せられ、豊碑書棟は、気象萬千なり。而るに有清の功臣の祠
宇と其の詩歌聯語の留題とは、零墨残練を求めんと欲すと雖ども、得
可からず。更に謂ふ所の讃書橋を尋ぬれば、橘紗は雨に鯛せられ、檀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふぎゃう帖は塵に封ぜられ、紗焉として幾ど復た識る可からず。陳跡を傀仰
し、結想し方に来るに、人と物は代りて興るも、湖山は恙無し。揚り
て之を記し、敬んで謨者に告ぐ。此の西湖は、乃ち中華民國三年五月
の西湖なり。黄炎培井びに識す（２２）。
とであったろう。写真の美しさとしては、現在から見ると言わずもがなで
あるとしても、その後に風景が大きく変化したばかりか、なくなってし
まった景観があることを思うと、百年前の記録としては他に替えがたいも
のがある。
　現代の我々がそのように思うばかりでなく、このシリーズが企画された
時点においても、その時の風景を留めておかないと、大きく変わってしま
うであろうという危機感があった。たとえば、第四種の『西湖』の「弁
言」に、黄炎培は次のように言う。
???
　ここに言う新たに建設された「公園」「図書館」は今も姿を変え名称を
改めて残されているが、「南京陣亡将士祠」「鑑湖秋女祠」は跡形もない。
「南京陣亡将士祠」の写真は第三集にある「忠烈祠及び公園外景」（九）と
「忠烈祠紀念碑」（十）であるが、その（九）の英文の説明に“Ｔｈｅ
Ｍｅｍｏｒｉａｌ　Ｈａ１１　０ｆ　ｔｈｅ　Ｐａｔｒｉｏｔｓ　（Ｓｏｌｄｉｅｒｓ　Ｄｉｅｄ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｆｉｒｓｔ　Ｒｅｖ０１１ｔｉｏｎ，１９１０）
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（十）の中国語文に「碑には
百年前の中国の景観
辛亥の浙軍、江寧を攻克の事　い＝
略を記す。及び陣亡の将士を
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下級（下段の意）に銅を範し
て四面を飾る」とあることに
よって、はじめて辛亥革命に
先立つ南京攻略の時の戦いで
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　　　　　　　圖２１
亡くなった将兵たちを記念したものであることがわかる。「鑑湖秋女祠」
は、鑑湖女侠と自称して、やはり辛亥革命に先んじて清朝政府に抵抗して
命を落とした秋瑳を祀った場所である（２３）［圖２１］。両所とも何度かの改修
や移築を経て、今では前者はわずかに記念碑が残るか、後者は近年新たに
作られた塑像が立つだけである。従って、黄炎培が末尾に「此の西湖は、
乃ち中華民國三年五月の西湖なり」というのは、まことにその通りで、栄
枯盛衰を身をもって体験してきた激動期の知識人として実感のこもった、
また景観の変化をよく自覚した言辞である。
　考えてみれば、中国におけるこうした「名勝古跡」の興廃は歴史上に何
度も繰り返されてきたことであり、この百年もその過程を同じように通過
しているに過ぎない。寺院や記念碑の興廃はわかりやすい例であり、中国
においては、「名勝古跡」の景観といえども、激動の歴史の中で大きく変
化していることを私たちに知らせている。その事実は、その時々の眼前の
風景を見て、往時の風景を想起するにあたっては、よほど注意する必要が
あるということであるが、その事実をこの二種の『中国名勝』の写真集は
私たちによく喚起している。
　商務印書館では、この時期、この二種類の『中国名勝』をはじめとして
各地の「名勝」の写真集を刊行したことは先にも触れたが、それらとは別
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に『（増訂）西湖遊覧指南』（１９１３年１２月）、『中国旅行指南』（１９１５年）、
『実用北京指南』（１９１９年９月）などの旅行ガイドブックも盛んに出版して
いる。これらの書物については、近代中国における〈旅〉の問題を考える
にあたって貴重な資料とすることができるが、それはまた機会を改めて考
察することにしたい。
注
　巾『中国名勝』は清末に初版発行した後、中華民国になったこともあり、何度
　　か版を改め、そのたびに写真の入れ替えを行っているようである。筆者が見
　　ることが出来たのは、筑波大学図書館蔵の第八版と北京大学図書館蔵の第六
　　版の二種であり、その他は古書店の目録（孔夫子旧書網ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｎｇｆｚ．
　　ｃｏｍ）などに示されている写真などからの情報を整理するとそのように判断
　　される。たとえば、第二版（１９１０年９月）は、最初の写真は当然「北京中海
　　総統府」ではなく、北京城の城壁のようであり、また第五版（１９１５年４月）
　　は、書名ぱＶＩＥＷＳ　ＯＦ　ＣＨＩＮＡ”に改っているが、第六版以降のものには見
　　えない大型の洋式建築の写真が含まれている。
　②シリーズ本『中国名勝』の奥付ページなどに掲げられる宣伝広告に「中国
　　名勝、銅版、布面三元、絹面四元」と見える。
　（３）この図版は「孔夫子旧書網」（上記）に掲載されたものを借用した。
　（４）林克光「従儀鸞殿到居仁堂」（林克光・王道成・孔祥吉主編『近代京華史
　　跡』所収、中国人民大学出版社、１９８５年７月）参照。なお、この説明は第六
　　版（北京大学図書館蔵）でも同じである。
　（５）西湖十景は、南宋時代には「三潭印月」「蘇堤春暁」「平湖秋月」「双峰挿
　　雲」「柳浪聞鶯」「花港観魚」「曲院風荷」「断橋残雪」「南屏晩鐘」「雷峰夕
　　照」であるが、その後、清代には「十八景」「二十四景」などと増え、近年
　　は「新西湖十景」を選出するなど、景観が時代とともに変化していったこと
　　もわかる。
　（６）伝統的な「濠湘八景」は、「濠湘夜雨」「平沙落雁」「姻寺晩鐘」「山市晴嵐」
　　「江天暮雪」「漁村夕照」「洞庭秋月」「遠浦帰帆」である。
　（７）伝統的な「燕京八景」は、「太液秋風」「瓊島春陰」「玉泉釣突」「西山晴雪」
　　「前門煙樹」「金台夕照」「盧溝暁月」「居庸畳翠」である。
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　（８）従って中国語の「中国名勝」より英文の“Ｖｉｅｗｓ　ｏｆ　Ｃｈｉｎａ”の方が内容に則
　　している。なお、巻末に収録された「拉薩布達拉廟」（ラサのポタラ宮）の
　　二枚の写真は、ラサのポタラ宮ではない。当時のポタラ宮の写真は、たとえ
　　ば１９１３年１月にラサに入り、滞在３年に及んだ青木文教の著書ｒ秘密之国
　　西蔵遊記』（内外出版社、１９２０年１０月）に残されており、山頂の建物の外観
　　はほぼ現在のものと大きくは異なっていないことが分かっている。青木の著
　　書に収録された写真で言えば、あるいはそれを模して作られた当時のシガ
　　ツエ城である可能性が強い。　しかし、こうしたことはわずかな瑕疵であっ
　　て、この書物の今日における価値を大きく損ねるものではない。当時のどの
　　ような古跡や風景が「名勝」とされたのか、その状況がひと目で通観できる
　　からである。
　（９）ｒ直隷名勝』以外は、いずれも筑波大学図書館所蔵。
（１０）このうち傅増湘・袁希涛が編纂した第五種『避暑山荘』については、拙論
　　「傅増湘と避暑山荘一残された「日記」と「詩篇ニと「写真」からの考察」
　　（『中国文学研究』第３９期、早稲田大学中国文学会、２０１３年１２月）参照。
（１１）「中国名勝写真已出二十二種、均焉蒋維喬、黄炎培等諸先生旅行時特別掻
　　影、用珂羅版精印。毎冊多至二三幅、名山勝水、掻取方寸之間、購置案頭、
　　不音輿天然佳景、晨夕曙對。有山水癖者及愛好美術者、尤宜人備一編」。
（１２）第九種『盤山』の奥付などには「懸之鏡中、可焉装飾品。即如普通交際用
　　作賂贈之品、亦甚適宜」とある。
（１３）黄炎培（１８７８　－　１９６５）は、字は任之、号は楚南、江蘇省沙県（現在の上海
　　市浦東）の人。清末の挙人。民国の初めに江蘇省の教育司司長となり、東南
　　大学・登南大学・同済大学などの設立に関わったのを始め、生涯一貫して教
　　育分野で活躍し、上海で中華職業教育社を作り、中華職業学校を開設するな
　　ど、とくに職業教育の実践に功績があった。中国民主同盟の発起人の一人で
　　もある。著書に『黄炎培考察教育日記』第一集、第二集（商務印書館、１９１４
　　年１２月、１９１５年７月）、『黄海環游記』（生活書店、１９３２年１月）などがある。
　　黄炎培の職業教育の業績については、現在も数多くの関連の論文が書かれて
　　いる。
（１４）「黄山、昔徐霞客偏遊海内名山。褐嘆霜観止者。六十年来、遊跳幾絶。余以
　　民国三年五月自顛赴浙、道出暁南。遂登此山。嘆自家詞人墨客、靖其挾聾奨
　　気之才、刻骨鎗形之技、賓莫能寫、奇妙於萬一、既撮影如干片、不敢自悶。
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　　井志大略如此。籍以公諸営世好遊者、欲得其詳、異日請護我旅行日記」。
（１５）蒋維喬（１８７３　－　１９５８）は、字は竹荘、号は因是子、江蘇省武進（現在の常
　　州）の人。はじめ商務印書館編訳所に入って、新たに始まった学校のための
　　新しい教科書作りに着手した。また商務印書館の初期の代表的な出版物の一
　　つである『辞源』の編集者のー人でもあった。民国年間に入ってから、蔡元
　　培が教育総長となると、教育部の秘書長に招かれ、初期の教育制度や内容な
　　どの整備に貢献した。後年は中国伝統の気功や仏教の修養法を取り入れた静
　　坐養生法の実践家、理論家となって、多くの書物を残した。「因是先生自伝」
　　（「民国人物碑文伝集」所収、鳳凰出版社、２０１１年９月）がある。『最新初等
　　小学国文教科書教授法』（商務印書館、１９０５年）、「教育学講義」（商務印書
　　館、１９１３年）、『心理学講義』（商務印書館、１９１６年）『因是子静坐法』（商務
　　印書館、１９１７年）など多数の著作がある。
（１６）「衡山登脈於眠山。由蜀入賢。自騎田嶺入楚。盤紆八百徐里。連峯七十有
　　二。自古尊鳥南嶽。以僻遠游客鮮至。余民国四年六月偕袁君観瀾往游。三日
　　而畢。第一日游水簾洞。第二日由祝融峯。第三日游方廣。昔人言衡山之勝、
　　在祝融之高、水簾之奇。方廣之幽。余此行、按図索騏、一一備歴。井攘撮影
　　以倶。遇勝處則撮之。凡得如干張、付之珂羅版。使衡山真面目。人人得而見
　　之。焉図後来旅行者之便利、更瓊記舟車里程食宿諸事如左」云々。
（１７）拙論「傅堵湘の「游記」と「塞外詠」について」（『早稲田大学文学研究科
　　紀要』第５７輯、早稲田大学大学院文学研究科、２０１２年２月）、「傅増湘の「紀
　　游詩」－『藪林月刊』の『游山専号』に見える作品について」（『中国文学
　　研究』第３８期、早稲田大学中国文学会、２０１２年１２月）、および注（１０）所
　　引の拙論など参照。
（１８）中川浩一『旅の文化誌一時刻表と旅行者たち』（伝統と現代社、１９７９年２
　　月）参照。
（１９）この第１巻は、その後、シベリアを加えて改編補綴されて出版された（第
　　二版、１９２０年１０月）。書名も“Ｃｈｏｓｅｎ＆Ｍａｎｃｈｕｒｉａ，Ｓｉｂｒｉａ”と改められてい
　　る。
（２０）『［朝鮮満洲］支那案内』の「緒言」に「前記英文東亜案内に依て得たる経
　　験は之を邦文に翻して尚且同様の成果あるべきを思はしむると共に、近時本
　　邦内地と鮮満支那方面との交通益々密なるに連れ、該方面に対する案内書の
　　必要愈々急ならむとするの趨勢あり。乃ち本書は此の要求に応ずべく此に其
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［附記］本稿は、早稲田大學２０１３年度特定課題研究助成（２０１３Ａ－６０７０）の成果
　　報告の一部である。
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　　の首途第一歩を試むるものにして，書中載する所は朝鮮，満洲，支那各地に
　　亘り，記事の内容より附図挿画等に至るまて凡て我英文ｏｉｃｉａｌ　ｇｕｉｄｅのそれ
　　と同程度のものたらしめむことを期したり」と見える。
（２１）Ｅｄｉｔｉｏｎ　Ｓｙｎａｐｓｅ社から２００８年９月，『東亜英文旅行案内』の名でＭｏｄｅｍ
　　ｔｏｕｒｉｓｍ　ｌｉｂｒａｒｙ　ｓｅｒｉｅｓの１種として本編全５巻に別冊解説を付して出版され
　　た。
（２２）「余於丙午六月，嘗―至西湖。同遊七八人，宿孤山讃書橋七日。比者，既縦
　　覧雑之廬山，院之黄山，乏新安江，順流而東，遂至于杭。荏再八年之間，景
　　物一愛。瀕湖四望，若公園，若圖書館，若南京陣亡将士祠，若鑑湖秋女祠，
　　皆巍巍新建築，豊碑書棟，気象萬千。而有清功臣祠宇，輿其詩歌聯語之留
　　題，雖欲求零墨残練，而不可得。更尋所謂讃書棲者，橘紗鯛雨。檀帖封塵，
　　紗焉幾不復可識。傀仰陳跡，結想方来，人物代興，湖山無恙。価而記之。敬
　　告頂者。此西湖者。乃中華民國三年五月之西湖也。黄炎培井識」。
（２３）第三集の「秋女士墓」（十二）の中国語文の説明には「秋女士，名僅，紹興
　　人。清光宣間，女子従事革命之首侶者」とある。なお秋瑳を祀った「秋社」
　　の写真二枚が本稿の前文に述べた「西湖風景画（第一集）』の第十版（商務
　　印書館，一九二四年五月，筑波大学図書館蔵）に掲載されている。この写真
　　も，未確認ではあるが，清末の初版（一九一〇年六月）には収録さてていた
　　はずはない。
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